
春　　　　号

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
マ
ス
ク
が
な
か
な
か
外
せ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
３
月
13
日
か
ら
マ
ス
ク
の
着
用
は

個
人
の
判
断
に
任
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
や
は
り
顔
の
表
情
が
分
か
る
ほ
う
が

良
い
で
す
ね
。

　
3
月
定
例
会
で
は
予
算
案
審
議
が
あ

り
、
予
算
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
課

ご
と
に
説
明
を
受
け
た
予
算
案
を
可
決
し

ま
し
た
。

　
さ
て
、
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
は
、

議
長
・
副
議
長
・
議
会
運
営
委
員
長
・
総

務
産
業
建
設
常
任
委
員
長
・
社
会
厚
生
常

任
委
員
長
の
５
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
は
市
議
会
議
員
選
挙
の
年
と
な

り
ま
す
の
で
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
の
最
後

の
議
会
だ
よ
り
と
な
り
ま
す
が
、
市
民
の

方
か
ら
い
た
だ
く
「
議
会
だ
よ
り
楽
し
み

に
し
て
る
よ
。」
と
言
う
声
を
励
み
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
次
回
か
ら
は
編
集
委
員
も
新
メ
ン
バ
ー

と
な
り
ま
す
が
、
よ
り
良
い

議
会
だ
よ
り
と
な
り
ま
す
よ

う
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご

意
見
な
ど
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

編
集
委
員
　
藤
江
　
喜
美
子
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この議会だよりは、環境保護のため、
再生紙、大豆インクを使用しています。

６月定例会日程（予定）

　　●開　　会  ６月 ８日（木）
　　●代表質問  ６月19日（月）
　　●一般質問  ６月20日（火）
　　●閉　　会  ６月23日（金）

次期定例会及び請願提出について

　請願提出締切日（予定）●6月2日（金）
※定例会日程は、決定次第、市ホームページにて
　お知らせいたします。

未来を紡ぐ　若者×議会
~若者と議会で織りなすこれからの都留市～

　小学校の合併、高校の減少により母校が失わ

れつつある昨今。都留市が活気づくには、子供の

声を増やすことが必要です。都留市は自然豊か

で、子育てをするには魅力的な環境です。そんな

都留市をさらに魅力的にしていくためには、子育

て支援の拡充、若者の定住を見据えた居場所創

りが必要であり一人一人の幸福感を高めることの

できる政策が望まれます。そのためには、これか

らの将来を担う私たちの政治への積極的な参加

は必須であると感じています。

これからの都留市に望むこと

健康科学大学
看護学部看護学科　
4年

宗形　七海さん

健康科学大学
看護学部看護学科　
3年

渡邉　想楽さん

　私は都留市で生まれ育ち、豊かな自然や富士の

湧水、伝統的な文化、都心へのアクセス、地域の繋

がり等、都留市の魅力を沢山感じてきました。近年

は高齢化率の上昇が懸念される中、都留市は大学

が複数存在することから若者が集まる市でもありま

すが、一方で現役世代の市内への定着が少ないこ

とが現状です。学生をはじめとする若者と都留市民

の方 と々の繋がりを感じられる事業が行われ全ての

世代が住みやすい活気あふれる町となることを期待

しています。

これからの都留市に望むこと

18

議会だより編集委員会

●表紙の説明
　大学と社会をつなぐ新たな拠点となる新棟「THMC」が完成しまし
た。THMCでは、VRなどの最新のデジタル機器を備えたデジタルコ
モンズ、模擬授業ができる教室、地域交流・研究・教育の場として利
用可能なラーニングコモンズ、誰もが気軽に立ち寄れるカフェコモン
ズ等が整備されました。
　入口は2階にあり、地域住民も自由に出入りができることから、新
たな教育研究拠点として、また、学生と地域をつなぐ交流の場として
も大いに期待されます。

定例会議案議決結果 他
  …………………………14～15
議会活動報告 他  ……16～17
未来を紡ぐ～若者×議会～他…18

定例会で決まったこと 他…2～3
市長所信表明 …………… 4
代表質問・一般質問目次…5
代表質問・一般質問…6～10
各委員会の審査内容と結果…11～13

「集う、学ぶ、深める」
  ～都留文科大学新棟 Tsuru  Humanities  Center（THMC）オープン～

ツ　ル　　ヒューマニティーズ　　　センター
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◆
３
月
２
日
　
本
会
議

　（
開
会
）　

　◎
会
議
録
署
名
議
員
の

　
　指
名

　◎
会
期
の
決
定

　◎
提
出
議
案
の
市
長
説
明

　
　並
び
に
所
信
表
明

　◎
議
案
審
議

　◎
議
案
の
委
員
会
付
託

◆
3
月
13
日
　
本
会
議

　◎
代
表
質
問

◆
3
月
14
日
　
本
会
議

　◎
一
般
質
問

◆
3
月
15
日
　
　

　総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　社
会
厚
生
常
任
委
員
会

◆
3
月
16
日
　

   

予
算
特
別
委
員
会

◆
3
月
17
日
　

   

予
算
特
別
委
員
会

◆
3
月
20
日
　

   

予
算
特
別
委
員
会

◆
3
月
23
日
　
本
会
議

　（
閉
会
）　

   

◎
委
員
長
報
告

　◎
議
案
審
議

3
月
定
例
会

会
期
日
程

議
第
12
号
　
令
和
5
年
度
都
留
市
一
般
会
計
予
算

ほ
か
13
件

議
第
26
号
　
令
和
4
年
度
都
留
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
9
号
）

　
　
　
　
　
　
　
■
１
０
億
５
千
２
９
万
７
千
円
を
追
加

《
主
な
歳
出
の
内
容
》

　
●
民
生
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
８
０
万
円

　
　
市
内
保
育
所
等
の
送
迎
用
バ
ス
へ
の
安
全
装
置
導
入
費
用
補
助
金
な
ど

　
●
農
林
水
産
業
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
７
７
万
円

　
　
県
が
実
施
す
る
土
砂
崩
壊
防
止
施
設
を
整
備
す
る
た
め
の
負
担
金
（
大
幡
地
区 

　
大
野
水
路
）
な
ど

　
●
土
木
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
千
１
６
５
万
円

　
　
道
路
の
長
寿
命
化
を
図
る
費
用
（
天
神
通
り
線
舗
装
工
事
）
な
ど

　
●
教
育
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
億
２
千
３
７
７
万
２
千
円

　
　
東
桂
小
と
禾
生
第
一
小
の
校
舎
ト
イ
レ
改
修
工
事
に
要
す
る
費
用
、
公
立
大
学

　
法
人
都
留
文
科
大
学
運
営
基
金
へ
の
積
立
金
な
ど

　
●
諸
支
出
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
億
７
千
２
５
５
万
５
千
円

　
　
「
子
ど
も
未
来
創
造
基
金
」
へ
の
積
立
金
な
ど

議
第
34
号
　
令
和
5
年
度
都
留
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

　
　
　
　
　
　
　
■
１
億
1
千
９
７
１
万
２
千
円
を
追
加

《
主
な
歳
出
の
内
容
》

　
●
衛
生
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　
　
１
億
１
千
９
７
１
万
２
千
円

　
　
５
月
か
ら
始
ま
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
要
す
る
費
用

　
　
　
　
　
　
ほ
か
2
件

■
監
査
委
員
、
各
財
産
区
管
理
会
委
員
の
選
任
、
及
び
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ

い
て
同
意

議
第
29
号
　
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件

　
○
監
査
委
員
　
つ
る
　
山
本 

國
太
郎

議
第
30
号
　
濁
り
沢
外
18
恩
賜
林
保
護
財
産
区
管
理
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
を

求
め
る
件

　
○
大
野
　
曽
根 

利
憲
、
田
原
　
松
嶋 

和
造
、
小
野
　
渡
邉 

幸
市
、

　
　
小
野
　
重
森 

邦
夫
、
大
野
　
奥
脇 

敏
久
、
上
谷
　
志
村 

耕
一
、

　
　
大
野
　
程
原 

恵
多

議
第
31
号
　
板
ケ
沢
外
7
恩
賜
林
保
護
財
産
区
管
理
会
委
員
の
選
任
に

　
　
　
　
　
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件

　
○
上
谷
　
安
富 

和
男
、
上
谷
　
⺽
井 

忠
雄
、
大
野
　

窪 

輝
明
、

　
　
大
野
　
荻
窪 

一
則
、
大
野
　
小
俣 

　
强
、
大
野
　
大
津 

智
、

　
　
大
野
　 

程
原 

庸
介

議
第
32
号
　
水
頭
外
3
恩
賜
林
保
護
財
産
区
管
理
会
委
員
の
選
任
に

　
　
　
　
　
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件

　
○
戸
沢
　
小
林 

信
二
、
四
日
市
場
　
小
林 

伸
一
、
戸
沢
　
小
林 

清
哲
、

　
　
下
谷
　
小
林 

　
修
、
戸
沢
　
奥
秋 

直
人
、
玉
川
　
小
林 

雅
美
、

　
　
四
日
市
場
　
勝
俣 

正
弘

議
第
33
号
　
盛
里
財
産
区
管
理
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件

　
○
朝
日
曽
雌
　
日
向 

功
、
朝
日
馬
場
　
天
野 

政
雄
、
朝
日
曽
雌
　
根
本 

貞
雄
、

　
　
朝
日
曽
雌
　
佐
藤 

孝
治
、
盛
里
、
城
之
内 

義
一
、
朝
日
馬
場
　
小
俣 

敏
彦
、
　

　
　
朝
日
馬
場
　
小
俣 

平
和

諮
問
第
1
号
　
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
　
　
　

　
○
人
権
擁
護
委
員
　
平
栗
　
奥
秋 

昭
蔵

議
第
１
号
　
都
留
市
子
ど
も
未
来
創
造
基
金
条
例
制
定
の
件

　
○
子
ど
も
が
安
全
で
健
や
か
に
育
つ
子
育
て
環
境
と
知
・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た

教
育
の
充
実
を
図
る
事
業
に
必
要
な
資
金
を
積
み
立
て
ま
す
。

議
第
2
号
　
都
留
市
国
民
健
康
保
険
条
例
中
改
正
の
件

　
○
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
出
産
育
児
一
時
金
を

　
変
更
し
ま
す
。

　
　
【
改
正
前
】
40
万
8
千
円
　
↓
【
改
正
後
】
48
万
8
千
円

議
第
5
号
　
都
留
市
企
業
立
地
支
援
条
例
中
改
正
の
件

　
○
適
用
基
準
の
緩
和
や
支
援
金
の
拡
充
、
便
宜
供
与
も
拡
充
し
、
企
業
立
地
の
促
進

及
び
雇
用
機
会
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

議
第
6
号
　
都
留
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
中

　
　
　
　
　
改
正
の
件

　
○
消
防
団
員
の
処
遇
改
善
の
た
め
、
年
額
報
酬
を
増
額
し
ま
す
。

　
　
団
長
か
ら
部
長
ま
で
　
1
万
円
増
額

　
　
班
長
、
団
員
　
　
　
　
9
，
5
0
0
円
増
額

　
　
機
能
別
団
員
　
　
　
　
5
，
0
0
0
円
増
額

議
第
28
号
　
都
留
市
介
護
保
険
条
例
中
改
正
の
件

　
○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る

　
介
護
保
険
料
の
減
免
措
置
を
継
続
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
ほ
か
3
件

　
　
　
　

議
第
８
号
　
公
立
大
学
法
人
都
留
文
科
大
学
が
徴
収

　
　
　
　
す
る
料
金
の
上
限
の
定
め
の
変
更
の
認

　
　
　
　
可
に
関
す
る
件

　
○
令
和
６
年
度
の
学
部
改
編
に
あ
わ
せ
、
授
業
料

の
上
限
を
変
更
し
ま
す
。

議
第
９
号
　
都
留
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
　

　
　
　
　
改
定
の
件

　
○
土
地
の
利
用
の
仕
方
、
道
路
・
公
園
・
下
水
道

な
ど
の
都
市
施
設
の
整
備
、
美
し
い
ま
ち
な
み
の

形
成
、
防
災
な
ど
に
つ
い
て
、
市
の
将
来
像
を
描

き
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を

定
め
て
い
ま
す
。

　【
計
画
期
間
】

　
令
和
５
年
〜
令
和
14
年

議
第
11
号
　
市
道
の
路
線
の
変
更
の
件

　
○
都
留
市
鹿
留
　
古
渡
団
地
入
口
線

　
支
線
１
号

　
　
　
　
　
ほ
か
1
件

議
員
提
出
議
案
第
1
号

　
都
留
市
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例

制
定
の
件

定例会で決まった主なこと３月
定例会

条
例
改
正
（
８
件
）

議
員
提
出
議
案
（
１
件
）

そ
の
他
（
４
件
）

人
事
案
件
（
６
件
）

補
正
予
算
（
４
件
）

当
初
予
算
（
14
件
）
※
詳
細
は
12
ペ
ー
ジ
か
ら
〜
13
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令
和
５
年
３
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
主
な
こ
と
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２
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問
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問
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４
８
０
万
円

　
　
市
内
保
育
所
等
の
送
迎
用
バ
ス
へ
の
安
全
装
置
導
入
費
用
補
助
金
な
ど

　
●
農
林
水
産
業
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
７
７
万
円

　
　
県
が
実
施
す
る
土
砂
崩
壊
防
止
施
設
を
整
備
す
る
た
め
の
負
担
金
（
大
幡
地
区 

　
大
野
水
路
）
な
ど

　
●
土
木
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
千
１
６
５
万
円

　
　
道
路
の
長
寿
命
化
を
図
る
費
用
（
天
神
通
り
線
舗
装
工
事
）
な
ど

　
●
教
育
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
億
２
千
３
７
７
万
２
千
円

　
　
東
桂
小
と
禾
生
第
一
小
の
校
舎
ト
イ
レ
改
修
工
事
に
要
す
る
費
用
、
公
立
大
学

　
法
人
都
留
文
科
大
学
運
営
基
金
へ
の
積
立
金
な
ど

　
●
諸
支
出
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
億
７
千
２
５
５
万
５
千
円

　
　
「
子
ど
も
未
来
創
造
基
金
」
へ
の
積
立
金
な
ど

議
第
34
号
　
令
和
5
年
度
都
留
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

　
　
　
　
　
　
　
■
１
億
1
千
９
７
１
万
２
千
円
を
追
加

《
主
な
歳
出
の
内
容
》

　
●
衛
生
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　
　
１
億
１
千
９
７
１
万
２
千
円

　
　
５
月
か
ら
始
ま
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
要
す
る
費
用

　
　
　
　
　
　
ほ
か
2
件

■
監
査
委
員
、
各
財
産
区
管
理
会
委
員
の
選
任
、
及
び
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ

い
て
同
意

議
第
29
号
　
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件

　
○
監
査
委
員
　
つ
る
　
山
本 

國
太
郎

議
第
30
号
　
濁
り
沢
外
18
恩
賜
林
保
護
財
産
区
管
理
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
を

求
め
る
件

　
○
大
野
　
曽
根 

利
憲
、
田
原
　
松
嶋 

和
造
、
小
野
　
渡
邉 

幸
市
、

　
　
小
野
　
重
森 

邦
夫
、
大
野
　
奥
脇 

敏
久
、
上
谷
　
志
村 

耕
一
、

　
　
大
野
　
程
原 

恵
多

議
第
31
号
　
板
ケ
沢
外
7
恩
賜
林
保
護
財
産
区
管
理
会
委
員
の
選
任
に

　
　
　
　
　
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件

　
○
上
谷
　
安
富 

和
男
、
上
谷
　
⺽
井 

忠
雄
、
大
野
　

窪 

輝
明
、

　
　
大
野
　
荻
窪 

一
則
、
大
野
　
小
俣 

　
强
、
大
野
　
大
津 

智
、

　
　
大
野
　 

程
原 

庸
介

議
第
32
号
　
水
頭
外
3
恩
賜
林
保
護
財
産
区
管
理
会
委
員
の
選
任
に

　
　
　
　
　
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件

　
○
戸
沢
　
小
林 

信
二
、
四
日
市
場
　
小
林 

伸
一
、
戸
沢
　
小
林 

清
哲
、

　
　
下
谷
　
小
林 

　
修
、
戸
沢
　
奥
秋 

直
人
、
玉
川
　
小
林 

雅
美
、

　
　
四
日
市
場
　
勝
俣 

正
弘

議
第
33
号
　
盛
里
財
産
区
管
理
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件

　
○
朝
日
曽
雌
　
日
向 

功
、
朝
日
馬
場
　
天
野 

政
雄
、
朝
日
曽
雌
　
根
本 

貞
雄
、

　
　
朝
日
曽
雌
　
佐
藤 

孝
治
、
盛
里
、
城
之
内 

義
一
、
朝
日
馬
場
　
小
俣 

敏
彦
、
　

　
　
朝
日
馬
場
　
小
俣 

平
和

諮
問
第
1
号
　
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
　
　
　

　
○
人
権
擁
護
委
員
　
平
栗
　
奥
秋 

昭
蔵

議
第
１
号
　
都
留
市
子
ど
も
未
来
創
造
基
金
条
例
制
定
の
件

　
○
子
ど
も
が
安
全
で
健
や
か
に
育
つ
子
育
て
環
境
と
知
・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た

教
育
の
充
実
を
図
る
事
業
に
必
要
な
資
金
を
積
み
立
て
ま
す
。

議
第
2
号
　
都
留
市
国
民
健
康
保
険
条
例
中
改
正
の
件

　
○
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
出
産
育
児
一
時
金
を

　
変
更
し
ま
す
。

　
　
【
改
正
前
】
40
万
8
千
円
　
↓
【
改
正
後
】
48
万
8
千
円

議
第
5
号
　
都
留
市
企
業
立
地
支
援
条
例
中
改
正
の
件

　
○
適
用
基
準
の
緩
和
や
支
援
金
の
拡
充
、
便
宜
供
与
も
拡
充
し
、
企
業
立
地
の
促
進

及
び
雇
用
機
会
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

議
第
6
号
　
都
留
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
中

　
　
　
　
　
改
正
の
件

　
○
消
防
団
員
の
処
遇
改
善
の
た
め
、
年
額
報
酬
を
増
額
し
ま
す
。

　
　
団
長
か
ら
部
長
ま
で
　
1
万
円
増
額

　
　
班
長
、
団
員
　
　
　
　
9
，
5
0
0
円
増
額

　
　
機
能
別
団
員
　
　
　
　
5
，
0
0
0
円
増
額

議
第
28
号
　
都
留
市
介
護
保
険
条
例
中
改
正
の
件

　
○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る

　
介
護
保
険
料
の
減
免
措
置
を
継
続
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
ほ
か
3
件

　
　
　
　

議
第
８
号
　
公
立
大
学
法
人
都
留
文
科
大
学
が
徴
収

　
　
　
　
す
る
料
金
の
上
限
の
定
め
の
変
更
の
認

　
　
　
　
可
に
関
す
る
件

　
○
令
和
６
年
度
の
学
部
改
編
に
あ
わ
せ
、
授
業
料

の
上
限
を
変
更
し
ま
す
。

議
第
９
号
　
都
留
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
　

　
　
　
　
改
定
の
件

　
○
土
地
の
利
用
の
仕
方
、
道
路
・
公
園
・
下
水
道

な
ど
の
都
市
施
設
の
整
備
、
美
し
い
ま
ち
な
み
の

形
成
、
防
災
な
ど
に
つ
い
て
、
市
の
将
来
像
を
描

き
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を

定
め
て
い
ま
す
。

　【
計
画
期
間
】

　
令
和
５
年
〜
令
和
14
年

議
第
11
号
　
市
道
の
路
線
の
変
更
の
件

　
○
都
留
市
鹿
留
　
古
渡
団
地
入
口
線

　
支
線
１
号

　
　
　
　
　
ほ
か
1
件

議
員
提
出
議
案
第
1
号

　
都
留
市
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例

制
定
の
件

定例会で決まった主なこと３月
定例会

条
例
改
正
（
８
件
）

議
員
提
出
議
案
（
１
件
）

そ
の
他
（
４
件
）

人
事
案
件
（
６
件
）

補
正
予
算
（
４
件
）

当
初
予
算
（
14
件
）
※
詳
細
は
12
ペ
ー
ジ
か
ら
〜
13
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令
和
５
年
３
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
主
な
こ
と
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○
第
６
次
都
留
市
長
期
総
合
計
画
　
後
期
基
本
計
画
の
策
定

　
　「
後
期
基
本
計
画
」
が
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
　
本
計
画
で
は
、
企
業
誘
致
な
ど
を
柱
と
し
、
地
域
経
済

活
性
化
と
ま
ち
の
賑
わ
い
を
創
出
す
る
「
産
業
支
援
に
よ

る
地
域
活
性
化
」、
次
世
代
を
担
う
優
秀
な
人
材
を
育
成

す
る
「『
教
育
首
都
つ
る
』
の
実
現
」、
子
ど
も
た
ち
を
生

み
育
て
る
環
境
整
備
と
そ
の
実
現
を
目
指
す
「
子
育
て
の

喜
び
が
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」、
誰
も
が
生
涯
に
わ

た
り
こ
の
地
で
健
康
に
、
か
つ
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を

目
指
す
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
」
の

４
つ
を
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
据
え
て
い
ま

す
。

○
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定

　
　
市
の
都
市
計
画
の
最
も
基
本
と
な
る
計
画
で
す
。

　
　
基
本
理
念
を
「
住
み
よ
い
市
街
地
と
自
然
が
響
き
合
い
、

文
化
が
つ
な
ぐ
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
」
と
し
、生
活
・
産
業
・

防
災
防
犯
・
環
境
・
文
化
・
福
祉
の
6
つ
の
視
点
で
「
目

指
す
べ
き
都
市
像
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

○
企
業
誘
致

　
　「
都
留
市
企
業
立
地
支
援
条
例
」
の
改
正
や
民
間
企
業

と
連
携
し
た
計
画
的
な
面
的
整
備
を
あ
わ
せ
て
行
い
、
産

業
の
創
出
や
就
業
機
会
の
実
現
を
目
指
す
と
と
も
に
、
本

市
へ
の
企
業
立
地
を
加
速
化
し
て
い
き
ま
す
。

○
田
原
交
流
セ
ン
タ
ー
「
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｔ（
に
こ
っ
と
）」

　
　
愛
称
を
「
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｔ
」
と
し
、
４
月
に
お
披
露
目
と

な
り
ま
す
。

　
　
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｔ
は
、
カ
フ
ェ
や
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
入
る
多
機
能
施
設
で
す
。

○
子
育
て
支
援
施
策

　
　
令
和
５
年
度
か
ら
「
学
校
給
食
費
の
無
償
化
」
を
始
め

ま
す
。

　
　
ま
た
、「
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｔ
」
内
に
設
置
す
る
地
域
子
育
て

支
援
拠
点
は
、
４
月
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
打
合
せ
を
重
ね

て
い
ま
す
。

○
都
留
文
科
大
学
の
新
棟
整
備

　
　
2
年
に
わ
た
る
改
修
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
施

設
が
、
都
留
文
科
大
学
の
新
た
な
学
び
の
場
と
し
て
、
ま

た
市
民
と
学
生
の
交
流
の
場
や
人
材
育
成
の
場
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

○
観
光
振
興
に
つ
い
て

　
　「
つ
る
観
光
戦
略
」
を
改
定
予
定
で
す
。
市
の
歴
史
的

文
化
や
産
業
な
ど
を
生
か
し
た
体
験
型
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
通
じ
て
、「
地
域
住
民
」
と
「
観
光
客
」
が
「
わ
く
わ

く
す
る
よ
う
な
居
場
所
の
あ
る
ま
ち
」
を
目
指
し
ま
す
。

○
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

　
　「
都
留
西
部
地
区
」
は
、
現
在
計
画
ど
お
り
に
事
業
が

進
ん
で
お
り
、
十
日
市
場
・
夏
狩
地
区
で
は
３
月
に
地
権

者
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
禾
生
・
盛
里
及
び
三
吉
・

開
地
地
区
の
「
都
留
東
部
地
区
」
も
、
令
和
７
年
度
の
事

業
開
始
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

○
認
知
症
高
齢
者
施
策
「
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
」
の
取
り
組
み

　
　「
い
ー
ば
し
ょ
」
を
核
と
し
た
「
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
」

の
取
り
組
み
を
四
日
市
場
地
域
に
お
い
て
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。「
孤
立
し
な
い
た
め
の
関
係
づ
く
り
」
や
「
専
門

職
へ
の
つ
な
ぐ
体
制
づ
く
り
」
を
構
築
し
、
そ
の
ノ
ウ
ハ

ウ
の
蓄
積
を
他
地
域
に
も
波
及
し
て
い
け
る
よ
う
、
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

令
和
5
年
３
月
定
例
会

お
も
な
事
業
内
容

市
長
の

市
長
の
所
信
表
明

所
信
表
明

「第６次都留市長期総合計画」の総仕上げとなる後期基本計画がスタートします。

3月定例会　代表質問・一般質問 目 次

　　ビジョン２１　国田　正己　議員　　　　　　　　　　　　　1

（１）厚原牛石地区農振農用地をはじめとする企業誘致施策のその後の進捗状況は
（２）都留市消防団員の条例定数の削減について
（３）中山間地域総合整備事業について
（４）県道大幡初狩線の拡幅と峠にトンネルの建設について 
（５）中央自動車道側道の拡幅整備の促進の状況は　　　　　　　ほか

6ページ

　　つる清流会　日向　美徳　議員　　　　　　　　　　　　　2

（１）安心で安全な子育て環境の整備について
（２）支え合い助け合う地域社会の構築について
（３）旭小学校閉校に伴う校舎、跡地の利活用について　　　　　 ほか

7ページ

　　小林　健太　議員　　　　　　　　　　　　　2

（１）子育て支援施策について
（２）学校の統廃合について
（３）観光戦略について
【関連質問】学校給食費の無償化について　　　　　　　　　　　　　

9ページ

　　小俣　武　議員　　　　　　　　　　　　　3

（１）市立病院について
（２）地域医療と保健師の役割と位置づけについて　　　　　　　ほか

10ページ

　　新政つる　志村　武彦　議員　　　　　　　　　　　　　3

（１）公共交通の現状と今後について
（２）地域コミュニティセンターについて　　　　　　　　　　　ほか

8ページ

　　山本　美正　議員　　　　　　　　　　　　　1

（1）学校給食費の無償化について　　　　　　　　　　　　　　

9ページ

代表質問

一般質問

市
政
を
問
う

議
会
だ
よ
り
で
は
、
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
お
伝

え
し
ま
す
。

全
文
に
つ
い
て
は
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
会

議
録
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
立
図
書
館
及
び
都

留
文
科
大
学
図
書
館
、
各
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
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○
第
６
次
都
留
市
長
期
総
合
計
画
　
後
期
基
本
計
画
の
策
定

　
　「
後
期
基
本
計
画
」
が
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
　
本
計
画
で
は
、
企
業
誘
致
な
ど
を
柱
と
し
、
地
域
経
済

活
性
化
と
ま
ち
の
賑
わ
い
を
創
出
す
る
「
産
業
支
援
に
よ

る
地
域
活
性
化
」、
次
世
代
を
担
う
優
秀
な
人
材
を
育
成

す
る
「『
教
育
首
都
つ
る
』
の
実
現
」、
子
ど
も
た
ち
を
生

み
育
て
る
環
境
整
備
と
そ
の
実
現
を
目
指
す
「
子
育
て
の

喜
び
が
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」、
誰
も
が
生
涯
に
わ

た
り
こ
の
地
で
健
康
に
、
か
つ
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を

目
指
す
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
」
の

４
つ
を
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
据
え
て
い
ま

す
。

○
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定

　
　
市
の
都
市
計
画
の
最
も
基
本
と
な
る
計
画
で
す
。

　
　
基
本
理
念
を
「
住
み
よ
い
市
街
地
と
自
然
が
響
き
合
い
、

文
化
が
つ
な
ぐ
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
」
と
し
、生
活
・
産
業
・

防
災
防
犯
・
環
境
・
文
化
・
福
祉
の
6
つ
の
視
点
で
「
目

指
す
べ
き
都
市
像
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

○
企
業
誘
致

　
　「
都
留
市
企
業
立
地
支
援
条
例
」
の
改
正
や
民
間
企
業

と
連
携
し
た
計
画
的
な
面
的
整
備
を
あ
わ
せ
て
行
い
、
産

業
の
創
出
や
就
業
機
会
の
実
現
を
目
指
す
と
と
も
に
、
本

市
へ
の
企
業
立
地
を
加
速
化
し
て
い
き
ま
す
。

○
田
原
交
流
セ
ン
タ
ー
「
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｔ（
に
こ
っ
と
）」

　
　
愛
称
を
「
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｔ
」
と
し
、
４
月
に
お
披
露
目
と

な
り
ま
す
。

　
　
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｔ
は
、
カ
フ
ェ
や
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
入
る
多
機
能
施
設
で
す
。

○
子
育
て
支
援
施
策

　
　
令
和
５
年
度
か
ら
「
学
校
給
食
費
の
無
償
化
」
を
始
め

ま
す
。

　
　
ま
た
、「
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｔ
」
内
に
設
置
す
る
地
域
子
育
て

支
援
拠
点
は
、
４
月
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
打
合
せ
を
重
ね

て
い
ま
す
。

○
都
留
文
科
大
学
の
新
棟
整
備

　
　
2
年
に
わ
た
る
改
修
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
施

設
が
、
都
留
文
科
大
学
の
新
た
な
学
び
の
場
と
し
て
、
ま

た
市
民
と
学
生
の
交
流
の
場
や
人
材
育
成
の
場
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

○
観
光
振
興
に
つ
い
て

　
　「
つ
る
観
光
戦
略
」
を
改
定
予
定
で
す
。
市
の
歴
史
的

文
化
や
産
業
な
ど
を
生
か
し
た
体
験
型
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
通
じ
て
、「
地
域
住
民
」
と
「
観
光
客
」
が
「
わ
く
わ

く
す
る
よ
う
な
居
場
所
の
あ
る
ま
ち
」
を
目
指
し
ま
す
。

○
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

　
　「
都
留
西
部
地
区
」
は
、
現
在
計
画
ど
お
り
に
事
業
が

進
ん
で
お
り
、
十
日
市
場
・
夏
狩
地
区
で
は
３
月
に
地
権

者
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
禾
生
・
盛
里
及
び
三
吉
・

開
地
地
区
の
「
都
留
東
部
地
区
」
も
、
令
和
７
年
度
の
事

業
開
始
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

○
認
知
症
高
齢
者
施
策
「
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
」
の
取
り
組
み

　
　「
い
ー
ば
し
ょ
」
を
核
と
し
た
「
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
」

の
取
り
組
み
を
四
日
市
場
地
域
に
お
い
て
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。「
孤
立
し
な
い
た
め
の
関
係
づ
く
り
」
や
「
専
門

職
へ
の
つ
な
ぐ
体
制
づ
く
り
」
を
構
築
し
、
そ
の
ノ
ウ
ハ

ウ
の
蓄
積
を
他
地
域
に
も
波
及
し
て
い
け
る
よ
う
、
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

令
和
5
年
３
月
定
例
会

お
も
な
事
業
内
容

市
長
の

市
長
の
所
信
表
明

所
信
表
明

「第６次都留市長期総合計画」の総仕上げとなる後期基本計画がスタートします。
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代表質問

一般質問

市
政
を
問
う

議
会
だ
よ
り
で
は
、
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
お
伝

え
し
ま
す
。

全
文
に
つ
い
て
は
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
会

議
録
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
立
図
書
館
及
び
都

留
文
科
大
学
図
書
館
、
各
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
閲
覧
で
き
ま
す
。



つる市議会だより　67　つる市議会だより

地
域
経
済
の
循
環
促
進
と
持
続
化
の
た

め
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
条
件
緩

和
策
を
十
分
検
討
し
な
が
ら
、
企
業
誘
致
を

進
め
る
と
と
も
に
、
新
し
い
企
業
立
地
支
援

体
制
を
構
築
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
厚
原
牛
石
地
区
農
振
農
用
地
は
、
令
和
５

年
度
よ
り
開
発
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
策
定
、
不

動
産
鑑
定
評
価
、
用
地
交
渉
等
を
進
め
る
予

定
で
あ
り
、
県
の
「
や
ま
な
し
未
来
も
の
づ

く
り
推
進
計
画
」
の
重
点
促
進
区
域
の
指
定

を
経
る
中
で
、
令
和
７
年
度
中
ま
で
に
用
地

取
得
及
び
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
を
完
了
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
中
長
期
的
な
企
業
立
地
支
援
、

並
び
に
積
極
的
な
企
業
誘
致
等
に
よ
り
、
市

内
で
の
雇
用
機
会
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

既
存
の
生
産
拠
点
の
持
続
化
と
新
規
生
産
拠

点
の
開
発
を
図
り
、
産
業
振
興
を
推
進
し
て

い
き
た
い
。

消
防
団
を
将
来
に
わ
た
り
維
持
し
て
い

く
た
め
、
令
和
５
年
度
か
ら
条
例
定
数

の
削
減
や
分
団
各
部
の
統
合
を
視
野
に
入

れ
、
必
要
と
す
る
消
防
力
を
維
持
し
な
が
ら

消
防
団
員
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
「
都
留
市
消
防
団
組
織
再
編
基
本
計

画
」
を
策
定
す
る
予
定
。

県
事
業
で
あ
る
「
大
幡
地
域
ほ
場
整
備

事
業
」
は
、
隣
接
す
る
交
差
点
改
良
に

伴
い
道
路
線
形
が
確
定
さ
れ
ず
、
地
権
者
と

の
合
意
形
成
に
遅
れ
が
生
じ
て
い
る
。

　
県
道
の
交
差
点
改
良
に
つ
い
て
県
に
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
設
計
業
務
委
託
業
者
が
決
定

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
道
路
線
形
が
確
定

後
、
整
備
範
囲
を
決
定
し
、
令
和
５
年
度
に

換
地
計
画
策
定
、
令
和
６
年
度
以
降
に
実
施

設
計
、
工
事
着
手
の
予
定
と
の
こ
と
で
あ
る
。

 

幅
員
狭
小
箇
所
の
解
消
を
優
先
的
に
整

備
す
る
こ
と
と
し
、
最
も
道
路
幅
の
狭

い
箇
所
の
道
路
詳
細
設
計
及
び
用
地
測
量
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
用
地
取
得
が
困
難
で

あ
っ
た
た
め
、
道
路
線
形
の
見
直
し
を
検
討

ビジョン２１　国田　正己 議員

答

し
て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。

　
大
月
市
と
の
境
の
峠
部
の
改
良
は
、
ト
ン

ネ
ル
か
、
山
を
削
る
の
か
の
施
工
方
法
な
ど

に
つ
い
て
、
現
在
、
検
討
し
て
い
る
と
伺
っ

て
い
る
が
、
県
道
大
幡
初
狩
線
は
、
地
域
の

経
済
活
動
や
観
光
の
振
興
、
災
害
時
の
広
域

避
難
路
と
し
て
重
要
な
路
線
で
あ
る
た
め
、

早
期
事
業
化
に
向
け
、
県
に
対
し
、
よ
り
一

層
積
極
的
な
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

国
や
県
へ
継
続
的
に
要
望
等
を
し
て
き

た
と
こ
ろ
、
ご
み
の
搬
入
道
路
及
び
広

域
避
難
路
と
し
て
、
中
央
自
動
車
道
側
道
整

備
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
知
事

よ
り
非
常
に
前
向
き
な
回
答
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
整
備
に
向
け
て
大
き
く
前
進
し
た
と

認
識
し
て
い
る
。

　
本
道
路
の
整
備
は
、
エ
リ
ア
全
体
で
方
向

性
を
導
き
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
変
難

し
い
課
題
で
は
あ
る
が
、
事
業
化
を
目
指
し
、

国
、
県
及
び
隣
接
市
町
と
と
も
に
勉
強
会
を

行
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
勉
強
会
を
継
続
し
な
が
ら
、
概

略
ル
ー
ト
や
整
備
方
針
を
検
討
し
、
新
ご
み

処
理
施
設
稼
働
時
ま
で
の
道
路
整
備
を
見
据

え
、
早
期
事
業
化
に
向
け
取
り
組
む
。

代表
質問

つる清流会　日向　美徳議員

安心で安全な子育て環境の整備
を問う

中
山
間
地
域
総
合
整
備

事
業
に
つ
い
て

中
央
自
動
車
道
側
道
の
拡
幅

整
備
の
促
進
状
況
は

都
留
市
消
防
団
員
の
条
例

定
数
の
削
減
に
つ
い
て

支
え
合
い
助
け
合
う
地
域

社
会
の
構
築
に
つ
い
て

県
道
大
幡
初
狩
線
の
拡
幅

と
峠
に
ト
ン
ネ
ル
の
建
設

に
つ
い
て

旭
小
学
校
閉
校
に
伴
う

校
舎
跡
地
の
利
活
用
に

つ
い
て

答

答答

答

市政を問う！

厚原牛石地区農振農用地をはじめとする
企業誘致施策のその後の進捗状況は

０
歳
児
の
見
守
り
訪
問
事
業
の
展
開
に

つ
い
て
。

相
談
支
援
に
従
事
す
る
専
門
職
の
増
員

を
は
じ
め
、
既
存
事
業
と
の
一
体
的
活

用
に
よ
る
相
乗
効
果
の
創
出
が
重
要
で
あ
る

た
め
、
子
育
て
相
談
窓
口
に
お
け
る
情
報
発

信
に
重
点
を
置
き
、
一
層
の
周
知
に
努
め
て

い
く
。子

ど
も
食
堂
の
整
備
拡
充
に
つ
い
て
。

子
ど
も
食
堂
は
、
市
へ
の
届
出
が
必
要

で
は
な
い
た
め
、
把
握
が
難
し
い
こ
と

が
課
題
で
は
あ
る
が
、
実
施
を
検
討
す
る
団

体
等
を
把
握
し
た
場
合
に
は
、
適
切
な
相
談

対
応
及
び
支
援
に
努
め
る
。

　【
そ
の
他
の
質
問
】

「
奨
学
金
の
代
理
返
還
へ
の
支
援
」
に
つ
い
て

地
域
公
共
交
通
と
日
常
の
買
い
物
な
ど

へ
の
支
援
の
推
進
に
つ
い
て
。

既
存
の
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
で
は
カ

バ
ー
が
難
し
い
地
域
で
、
ど
の
よ
う
に

交
通
手
段
を
確
保
し
て
い
く
か
が
重
要
な
課

題
と
な
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
通
サ
ー
ビ

ス
や
Ａ
Ｉ
な
ど
の
新
し
い
技
術
の
活
用
を
踏

ま
え
、
よ
り
良
い
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
努
め
る
。

心
の
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
制
度
の
充
実
に

つ
い
て
。

相
談
場
所
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
ど
こ

に
相
談
し
た
ら
よ
い
の
か
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、「
メ
ッ

セ
ー
ジ
カ
ー
ド
」
を
作
成
し
た
。
今
後
は
、

公
共
施
設
や
市
内
の
ス
ー
パ
ー
・
コ
ン
ビ
ニ

な
ど
に
設
置
し
、
さ
ら
な
る
相
談
窓
口
の
周

知
活
動
に
努
め
る
。

　
ま
た
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
不
調
を
抱
え

る
人
を
地
域
や
職
場
で
支
え
る
「（
仮
称
）

心
の
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
養
成
に
関
し
て
も
、

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
連
携
し
、
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
と
し
て
開
催
し
て
い

る
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
等
へ
の
支
援
の
推
進

に
つ
い
て
。

県
で
は
、「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」を
策
定
し
た
。
市
で
は
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
は
じ
め
、
子
ど
も
や
子

育
て
に
関
す
る
相
談
窓
口
と
し
て
「
子
育
て

ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
設
置
し
、
相
談

し
や
す
い
体
制
の
整
備
に
努
め
る
と
と
も

に
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

養
成
研
修
に
職
員
２
名
が
参
加
し
、
相
談
技

術
の
向
上
等
を
図
っ
て
い
る
。

問

旭
小
学
校
閉
校
に
伴
う
校
舎
跡
地
の
利

活
用
に
つ
い
て
。

跡
地
施
設
の
利
活
用
の
円
滑
な
推
進
を

図
る
た
め
「
学
校
跡
地
利
活
用
基
本
方

針
」
を
現
在
策
定
し
て
い
る
。

　
令
和
５
年
度
か
ら
は
、
こ
の
方
針
に
基
づ

き
、
行
政
需
要
、
市
民
ニ
ー
ズ
、
地
域
へ
の

配
慮
、
民
間
活
用
な
ど
の
視
点
か
ら
検
討
し
、

閉
校
後
で
き
る
だ
け
早
期
に
跡
地
施
設
の
利

活
用
策
を
決
定
し
て
い
く
。

新
た
な
活
用
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
の
間

の
校
舎
の
管
理
・
利
用
に
つ
い
て
。

当
面
は
学
校
施
設
と
同
様
の
管
理
を
行

い
、
教
室
や
屋
内
運
動
場
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
は
貸
し
出
し
を
行
う
。

　
な
お
、
災
害
時
な
ど
の
緊
急
時
に
は
引
き

続
き
、
指
定
避
難
所
と
な
る
た
め
、
電
気
・

水
道
等
は
常
時
使
用
で
き
る
よ
う
維
持
し
て

い
く
。

答問答

問 問答

問答問答

問答

答
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地
域
経
済
の
循
環
促
進
と
持
続
化
の
た

め
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
条
件
緩

和
策
を
十
分
検
討
し
な
が
ら
、
企
業
誘
致
を

進
め
る
と
と
も
に
、
新
し
い
企
業
立
地
支
援

体
制
を
構
築
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
厚
原
牛
石
地
区
農
振
農
用
地
は
、
令
和
５

年
度
よ
り
開
発
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
策
定
、
不

動
産
鑑
定
評
価
、
用
地
交
渉
等
を
進
め
る
予

定
で
あ
り
、
県
の
「
や
ま
な
し
未
来
も
の
づ

く
り
推
進
計
画
」
の
重
点
促
進
区
域
の
指
定

を
経
る
中
で
、
令
和
７
年
度
中
ま
で
に
用
地

取
得
及
び
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
を
完
了
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
中
長
期
的
な
企
業
立
地
支
援
、

並
び
に
積
極
的
な
企
業
誘
致
等
に
よ
り
、
市

内
で
の
雇
用
機
会
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

既
存
の
生
産
拠
点
の
持
続
化
と
新
規
生
産
拠

点
の
開
発
を
図
り
、
産
業
振
興
を
推
進
し
て

い
き
た
い
。

消
防
団
を
将
来
に
わ
た
り
維
持
し
て
い

く
た
め
、
令
和
５
年
度
か
ら
条
例
定
数

の
削
減
や
分
団
各
部
の
統
合
を
視
野
に
入

れ
、
必
要
と
す
る
消
防
力
を
維
持
し
な
が
ら

消
防
団
員
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
「
都
留
市
消
防
団
組
織
再
編
基
本
計

画
」
を
策
定
す
る
予
定
。

県
事
業
で
あ
る
「
大
幡
地
域
ほ
場
整
備

事
業
」
は
、
隣
接
す
る
交
差
点
改
良
に

伴
い
道
路
線
形
が
確
定
さ
れ
ず
、
地
権
者
と

の
合
意
形
成
に
遅
れ
が
生
じ
て
い
る
。

　
県
道
の
交
差
点
改
良
に
つ
い
て
県
に
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
設
計
業
務
委
託
業
者
が
決
定

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
道
路
線
形
が
確
定

後
、
整
備
範
囲
を
決
定
し
、
令
和
５
年
度
に

換
地
計
画
策
定
、
令
和
６
年
度
以
降
に
実
施

設
計
、
工
事
着
手
の
予
定
と
の
こ
と
で
あ
る
。

 

幅
員
狭
小
箇
所
の
解
消
を
優
先
的
に
整

備
す
る
こ
と
と
し
、
最
も
道
路
幅
の
狭

い
箇
所
の
道
路
詳
細
設
計
及
び
用
地
測
量
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
用
地
取
得
が
困
難
で

あ
っ
た
た
め
、
道
路
線
形
の
見
直
し
を
検
討

ビジョン２１　国田　正己 議員

答

し
て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。

　
大
月
市
と
の
境
の
峠
部
の
改
良
は
、
ト
ン

ネ
ル
か
、
山
を
削
る
の
か
の
施
工
方
法
な
ど

に
つ
い
て
、
現
在
、
検
討
し
て
い
る
と
伺
っ

て
い
る
が
、
県
道
大
幡
初
狩
線
は
、
地
域
の

経
済
活
動
や
観
光
の
振
興
、
災
害
時
の
広
域

避
難
路
と
し
て
重
要
な
路
線
で
あ
る
た
め
、

早
期
事
業
化
に
向
け
、
県
に
対
し
、
よ
り
一

層
積
極
的
な
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

国
や
県
へ
継
続
的
に
要
望
等
を
し
て
き

た
と
こ
ろ
、
ご
み
の
搬
入
道
路
及
び
広

域
避
難
路
と
し
て
、
中
央
自
動
車
道
側
道
整

備
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
知
事

よ
り
非
常
に
前
向
き
な
回
答
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
整
備
に
向
け
て
大
き
く
前
進
し
た
と

認
識
し
て
い
る
。

　
本
道
路
の
整
備
は
、
エ
リ
ア
全
体
で
方
向

性
を
導
き
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
変
難

し
い
課
題
で
は
あ
る
が
、
事
業
化
を
目
指
し
、

国
、
県
及
び
隣
接
市
町
と
と
も
に
勉
強
会
を

行
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
勉
強
会
を
継
続
し
な
が
ら
、
概

略
ル
ー
ト
や
整
備
方
針
を
検
討
し
、
新
ご
み

処
理
施
設
稼
働
時
ま
で
の
道
路
整
備
を
見
据

え
、
早
期
事
業
化
に
向
け
取
り
組
む
。

代表
質問

つる清流会　日向　美徳議員

安心で安全な子育て環境の整備
を問う

中
山
間
地
域
総
合
整
備

事
業
に
つ
い
て

中
央
自
動
車
道
側
道
の
拡
幅

整
備
の
促
進
状
況
は

都
留
市
消
防
団
員
の
条
例

定
数
の
削
減
に
つ
い
て

支
え
合
い
助
け
合
う
地
域

社
会
の
構
築
に
つ
い
て

県
道
大
幡
初
狩
線
の
拡
幅

と
峠
に
ト
ン
ネ
ル
の
建
設

に
つ
い
て

旭
小
学
校
閉
校
に
伴
う

校
舎
跡
地
の
利
活
用
に

つ
い
て

答

答答

答

市政を問う！

厚原牛石地区農振農用地をはじめとする
企業誘致施策のその後の進捗状況は

０
歳
児
の
見
守
り
訪
問
事
業
の
展
開
に

つ
い
て
。

相
談
支
援
に
従
事
す
る
専
門
職
の
増
員

を
は
じ
め
、
既
存
事
業
と
の
一
体
的
活

用
に
よ
る
相
乗
効
果
の
創
出
が
重
要
で
あ
る

た
め
、
子
育
て
相
談
窓
口
に
お
け
る
情
報
発

信
に
重
点
を
置
き
、
一
層
の
周
知
に
努
め
て

い
く
。子

ど
も
食
堂
の
整
備
拡
充
に
つ
い
て
。

子
ど
も
食
堂
は
、
市
へ
の
届
出
が
必
要

で
は
な
い
た
め
、
把
握
が
難
し
い
こ
と

が
課
題
で
は
あ
る
が
、
実
施
を
検
討
す
る
団

体
等
を
把
握
し
た
場
合
に
は
、
適
切
な
相
談

対
応
及
び
支
援
に
努
め
る
。

　【
そ
の
他
の
質
問
】

「
奨
学
金
の
代
理
返
還
へ
の
支
援
」
に
つ
い
て

地
域
公
共
交
通
と
日
常
の
買
い
物
な
ど

へ
の
支
援
の
推
進
に
つ
い
て
。

既
存
の
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
で
は
カ

バ
ー
が
難
し
い
地
域
で
、
ど
の
よ
う
に

交
通
手
段
を
確
保
し
て
い
く
か
が
重
要
な
課

題
と
な
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
通
サ
ー
ビ

ス
や
Ａ
Ｉ
な
ど
の
新
し
い
技
術
の
活
用
を
踏

ま
え
、
よ
り
良
い
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
努
め
る
。

心
の
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
制
度
の
充
実
に

つ
い
て
。

相
談
場
所
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
ど
こ

に
相
談
し
た
ら
よ
い
の
か
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、「
メ
ッ

セ
ー
ジ
カ
ー
ド
」
を
作
成
し
た
。
今
後
は
、

公
共
施
設
や
市
内
の
ス
ー
パ
ー
・
コ
ン
ビ
ニ

な
ど
に
設
置
し
、
さ
ら
な
る
相
談
窓
口
の
周

知
活
動
に
努
め
る
。

　
ま
た
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
不
調
を
抱
え

る
人
を
地
域
や
職
場
で
支
え
る
「（
仮
称
）

心
の
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
養
成
に
関
し
て
も
、

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
連
携
し
、
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
と
し
て
開
催
し
て
い

る
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
等
へ
の
支
援
の
推
進

に
つ
い
て
。

県
で
は
、「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」を
策
定
し
た
。
市
で
は
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
は
じ
め
、
子
ど
も
や
子

育
て
に
関
す
る
相
談
窓
口
と
し
て
「
子
育
て

ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
設
置
し
、
相
談

し
や
す
い
体
制
の
整
備
に
努
め
る
と
と
も

に
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

養
成
研
修
に
職
員
２
名
が
参
加
し
、
相
談
技

術
の
向
上
等
を
図
っ
て
い
る
。

問

旭
小
学
校
閉
校
に
伴
う
校
舎
跡
地
の
利

活
用
に
つ
い
て
。

跡
地
施
設
の
利
活
用
の
円
滑
な
推
進
を

図
る
た
め
「
学
校
跡
地
利
活
用
基
本
方

針
」
を
現
在
策
定
し
て
い
る
。

　
令
和
５
年
度
か
ら
は
、
こ
の
方
針
に
基
づ

き
、
行
政
需
要
、
市
民
ニ
ー
ズ
、
地
域
へ
の

配
慮
、
民
間
活
用
な
ど
の
視
点
か
ら
検
討
し
、

閉
校
後
で
き
る
だ
け
早
期
に
跡
地
施
設
の
利

活
用
策
を
決
定
し
て
い
く
。

新
た
な
活
用
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
の
間

の
校
舎
の
管
理
・
利
用
に
つ
い
て
。

当
面
は
学
校
施
設
と
同
様
の
管
理
を
行

い
、
教
室
や
屋
内
運
動
場
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
は
貸
し
出
し
を
行
う
。

　
な
お
、
災
害
時
な
ど
の
緊
急
時
に
は
引
き

続
き
、
指
定
避
難
所
と
な
る
た
め
、
電
気
・

水
道
等
は
常
時
使
用
で
き
る
よ
う
維
持
し
て

い
く
。

答問答

問 問答

問答問答

問答

答
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新政つる　志村　武彦議員

代表
質問

一般
質問市政を問う！

小林 健太議員

子
育
て
支
援
拠
点
、
伴
走
型
支
援
に
つ

い
て
伺
う
。

田
原
交
流
セ
ン
タ
ー
は
多
機
能
施
設
と

し
て
整
備
し
て
お
り
、
ま
た
、
エ
リ
ア

に
は
湧
水
で
遊
べ
る
施
設
や
大
型
遊
具
を
備

え
た
公
園
を
計
画
し
て
い
る
た
め
、
よ
り
多

く
の
子
育
て
世
代
が
集
ま
り
賑
わ
う
事
を
期

待
し
て
い
る
。

　
既
存
の
政
策
を
拡
充
し
、
出
産
前
か
ら
産

後
ま
で
の
伴
走
型
支
援
を
実
施
し
て
い
く
。

旭
小
学
校
の
閉
校
と
今
後
予
想
さ
れ

る
統
廃
合
に
つ
い
て
伺
う
。

児
童
は
事
前
の
交
流
事
業
を
通
し
て

統
合
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
い
っ

た
言
葉
も
出
て
き
て
い
る
。
文
部
科
学
省
の

基
準
を
満
た
す
市
内
の
学
校
は
３
校
で
あ

り
、
そ
の
他
は
適
正
化
の
対
象
校
と
な
る
が
、

「
多
様
性
」
と
「
汎
用
性
」
を
鑑
み
、
市
独

自
の
基
準
に
沿
っ
て
検
討
を
し
て
い
く
。

観
光
戦
略
の
施
策
の
評
価
、
次
期
の

観
光
戦
略
の
概
要
、
長
期
的
な
観
光

問答

問答

戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
伺
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
厳
し
い
中
で
は
あ
っ
た
が
、
本
市
の

課
題
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
多
言
語

化
の
整
備
や
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
、
市

外
の
自
治
体
と
も
連
携
し
て
い
く
。
今
後
は
、

自
然
と
城
下
町
を
活
か
し
た
観
光
振
興
の
推

進
を
し
て
い
く
。

給
食
費
無
償
化
と
波
及
効
果
を
伺
う
。

財
源
の
確
保
を
行
い
、
今
後
も
学
校
給

食
費
の
無
償
化
を
継
続
し
て
い
く
。

　
１
名
あ
た
り
年
間
5
万
円
の
負
担
軽
減
と

な
る
。

子育て支援施策を問う

山本 美正議員

無
償
化
に
至
っ
た
経
緯
は
。

こ
れ
ま
で
も
子
育
て
世
帯
に
と
っ
て
魅

力
あ
ふ
れ
る
都
市
を
目
指
し
施
策
を
実

施
し
て
き
た
が
、
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
る

た
め
、
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
行
う
こ
と

と
し
た
。

恒
久
的
に
行
う
の
か
。

可
能
な
限
り
恒
久
的
に
行
い
た
い
。

継
続
す
る
た
め
の
財
源
の
確
保
策
は
。

「
子
ど
も
未
来
創
造
基
金
」
で
一
定
額

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
補
助
金
制
度

な
ど
の
積
極
的
な
活
用
や
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
な
ど
で
確
保
し
て
い
く
。

民
間
委
託
後
、
献
立
は
誰
が
作
成
す

る
の
か
。

こ
れ
ま
で
ど
お
り
、市
が
設
置
す
る「
献

立
作
成
委
員
会
」
に
お
い
て
栄
養
教
諭

等
が
中
心
と
な
り
、
食
育
の
視
点
も
取
り
入

れ
な
が
ら
作
成
す
る
。

食
材
調
達
は
誰
が
行
う
の
か
。

市
が
設
置
す
る
「
物
資
購
入
委
員
会
」

で
栄
養
教
諭
等
が
、
安
全
性
を
十
分

に
検
討
し
、
市
が
一
括
購
入
す
る
。

味
や
質
の
低
下
を
招
か
な
い
か
。

「
調
理
業
務
発
注
書
」
に
基
づ
き
委
託

事
業
者
が
「
作
業
工
程
表
」
等
の
提

出
を
行
い
、
そ
れ
ら
を
栄
養
教
諭
等
が
確
認

問答

問 問答問問 答

問答問答

す
る
。

　
給
食
は
学
校
長
や
栄
養
教
諭
等
が
確
認
や

検
食
す
る
た
め
、
味
や
質
が
落
ち
る
心
配
は

な
い
。ア

レ
ル
ギ
ー
除
去
食
は
ど
う
な
る
の
か
。

令
和
５
年
度
か
ら
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
除

去
食
を
再
開
す
る
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
専
任
者

を
配
置
し
、
栄
養
教
諭

等
、
調
理
員
、
配
送
員
、

学
校
と
連
携
し
「
都
留

市
学
校
給
食
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
に
則
っ
た
対
応
を
基
本
に
、
委
託
事
業

者
と
協
力
し
て
取
り
組
む
。

学校給食費の無償化を問う

現
在
、
市
内
で
は
、
鉄
道
、
市
内
循
環

バ
ス
、
路
線
バ
ス
、
予
約
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
（
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
）
と
い
っ
た
公

共
交
通
が
あ
る
。
路
線
バ
ス
は
10
路
線
、
予

約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
２
路
線
運
行
し
て
い

る
。

　
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、
現
在
バ
ス
の

運
行
が
な
い
東
桂
地
域
、
盛
里
地
域
に
お
い

て
バ
ス
の
代
替
交
通
手
段
と
な
っ
て
お
り
、

事
前
予
約
を
し
て
停
留
所
で
乗
り
降
り
を
行

う
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

免
許
証
返
納
者
の
公
共
交
通
の
利
用

状
況
は
。

県
に
よ
る
と
、
本
市
の
自
主
返
納
者

は
年
間
平
均
１
０
０
名
程
度
と
な
っ

て
い
る
。
市
で
は
、
自
主
返
納
し
た
満
65
歳

以
上
の
方
を
対
象
に
、
約
１
万
円
相
当
分
と

な
る
バ
ス
回
数
券
、
ま
た
は
予
約
型
乗
合
タ

ク
シ
ー
回
数
券
を
配
布
す
る
事
業
を
行
っ
て

お
り
、
令
和
３
年
度
は
、
返
納
者
の
約
８
割

が
本
制
度
を
活
用
さ
れ
て
い
る
。

公
共
交
通
が
無
い
地
域
へ
の
今
後
の

対
応
は
。

今
後
の
新
し
い
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
例

と
し
て
、「
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
」

と
「
互
助
に
よ
る
運
送
」
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、

地
域
の
細
や
か
な
地
点
か
ら
少
人
数
を
輸
送

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
と
、
既

存
の
公
共
交
通
を
組
み
合
わ
せ
、
カ
バ
ー
で

き
る
エ
リ
ア
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
や
Ａ
Ｉ
な
ど
の
新

し
い
技
術
の
活
用
を
踏
ま
え
、
高
齢
者
対
策

等
も
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
よ
り
良
い
公
共

交
通
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
る
。

各
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

利
用
状
況
は
。

証
明
書
の
発
行
や
市
税
等
の
納
付
は

減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
貸
館
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
低
調
で
は
あ
る
が
、
あ
る
程
度

の
利
用
は
継
続
し
て
い
る
。

郵
便
局
で
の
利
用
状
況
は
。

東
桂
郵
便
局
で
の
利
用
状
況
は
、
２

月
末
ま
で
で
戸
籍
関
係
が
70
件
、
住

民
票
の
写
し
が
１
９
２
件
、
印
鑑
登
録
証
明

書
が
２
３
１
件
で
あ
る
。

各
種
証
明
書
の
発
行
時
の
情
報
管
理

に
つ
い
て
。

事
務
取
扱
の
郵
便
局
職
員
は
、
法
に

よ
り
公
務
に
従
事
す
る
職
員
と
み
な

さ
れ
、
市
職
員
同
様
に
秘
密
保
持
の
義
務
が

あ
る
。

答

今
後
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
方
向
性
に
つ
い
て
。

東
桂
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は

４
月
３
日
か
ら
新
施
設
と
な
る
が
、
支

所
業
務
は
、
引
き
続
き
東
桂
郵
便
局
に
委
託

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
づ

く
り
の
業
務
と
施
設
の
貸
館
業
務
と
と
も

に
、
併
設
さ
れ
る
観
光
案
内
所
の
管
理
等
に

あ
た
る
。

　
ま
た
、
宝
及
び
盛
里
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
は
、
支
所
業
務
を
令
和
５
年
10
月

を
目
途
に
、
宝
、
朝
日
の
両
郵
便
局
に
委
託

す
る
予
定
で
協
議
を
進
め
、
禾
生
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
令
和

６
年
度
以
降
の
委
託
を
予
定
し
て
い
る
。

　
今
後
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

利
活
用
は
、「
地
域
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
核
と
し
て
「
都
留
市
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」
な
ど
が
地
域
住
民
の
主
導
に
よ
り
精

力
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら

が
さ
ら
に
活
性
化
で
き
る
拠
点
と
し
て
い
く

こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。

公共交通の現状と今後を問う

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て

問答

問答問答

問答問答問答答

問答

学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

観
光
戦
略
に
つ
い
て

【
関
連
質
問
】学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て

答問答
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代表
質問

一般
質問市政を問う！

小林 健太議員

子
育
て
支
援
拠
点
、
伴
走
型
支
援
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つ
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て
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。
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原
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タ
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ア

に
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湧
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や
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遊
具
を
備

え
た
公
園
を
計
画
し
て
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る
た
め
、
よ
り
多

く
の
子
育
て
世
代
が
集
ま
り
賑
わ
う
事
を
期

待
し
て
い
る
。
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策
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前
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産
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童
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事
前
の
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統
合
を
楽
し
み
に
し
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る
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っ

た
言
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て
き
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基
準
を
満
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す
市
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の
学
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は
３
校
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あ

り
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そ
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他
は
適
正
化
の
対
象
校
と
な
る
が
、

「
多
様
性
」
と
「
汎
用
性
」
を
鑑
み
、
市
独

自
の
基
準
に
沿
っ
て
検
討
を
し
て
い
く
。

観
光
戦
略
の
施
策
の
評
価
、
次
期
の

観
光
戦
略
の
概
要
、
長
期
的
な
観
光
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問答

戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
伺
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。
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型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
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の
影
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中
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本
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課
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を
抽
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こ
と
が
で
き
た
。
多
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り
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治
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連
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し
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い
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。
今
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、
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と
城
下
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を
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か
し
た
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光
振
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の
推

進
を
し
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い
く
。

給
食
費
無
償
化
と
波
及
効
果
を
伺
う
。

財
源
の
確
保
を
行
い
、
今
後
も
学
校
給

食
費
の
無
償
化
を
継
続
し
て
い
く
。

　
１
名
あ
た
り
年
間
5
万
円
の
負
担
軽
減
と

な
る
。

子育て支援施策を問う

山本 美正議員

無
償
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至
っ
た
経
緯
は
。

こ
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で
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魅

力
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し
て
き
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、
よ
り
一
層
の
充
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を
図
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た
め
、
学
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食
費
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償
化
を
行
う
こ
と
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し
た
。

恒
久
的
に
行
う
の
か
。

可
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な
限
り
恒
久
的
に
行
い
た
い
。
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続
す
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た
め
の
財
源
の
確
保
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は
。

「
子
ど
も
未
来
創
造
基
金
」
で
一
定
額
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す
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と
も
に
、
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寄
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。
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間
委
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後
、
献
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が
作
成
す

る
の
か
。

こ
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ま
で
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り
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設
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献
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作
成
委
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取
り
入

れ
な
が
ら
作
成
す
る
。

食
材
調
達
は
誰
が
行
う
の
か
。

市
が
設
置
す
る
「
物
資
購
入
委
員
会
」

で
栄
養
教
諭
等
が
、
安
全
性
を
十
分

に
検
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。
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に
基
づ
き
委
託

事
業
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が
「
作
業
工
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表
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等
の
提

出
を
行
い
、
そ
れ
ら
を
栄
養
教
諭
等
が
確
認
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つ
い
て

問答

問答問答

問答問答問答答

問答

学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

観
光
戦
略
に
つ
い
て

【
関
連
質
問
】学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て

答問答
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一般
質問

小俣 武議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類

に
な
る
こ
と
で
、
病
院
体
制
は
ど
の
よ

う
に
変
わ
る
の
か
。

国
の
通
知
等
を
確
認
し
、
適
切
な
対
応

を
行
う
が
、
ウ
イ
ル
ス
自
体
が
変
わ
る

わ
け
で
は
な
い
た
め
、
慎
重
な
対
応
が
引
き

続
き
必
要
で
あ
る
。

働
き
方
改
革
へ
の
市
民
の
理
解
度
は
ど

の
程
度
浸
透
し
て
い
る
と
思
う
か
。

土
曜
日
休
診
は
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
都
留
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
ほ
か
、
院
内
で

も
掲
示
板
や
外
来
の
医
師
な
ど
が
お
知
ら
せ

し
、
理
解
度
は
進
ん
で
い
る
も
の
と
認
識
し

て
い
る
が
、
救
急
診
療
な
ど
を
含
め
た
診
療

体
制
の
周
知
を
図
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で

き
る
よ
う
準
備
を
進
め
る
。

今
後
の
地
域
医
療
に
お
け
る
保
健
師

の
役
割
と
位
置
づ
け
に
対
す
る
考
え

は
。

地
域
の
中
で
市
民
が
健
や
か
に
過
ご

し
、
一
人
ひ
と
り
が
や
り
が
い
と
生

き
が
い
を
持
ち
、
は
つ
ら
つ
と
暮
ら
せ
る
ま

ち
を
目
指
す
に
は
、
保
健
師
を
は
じ
め
、
医

療
・
介
護
・
福
祉
等
の
専
門
職
員
と
医
療
機

問答問答

問答

関
が
、
相
互
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
地
域
医

療
に
貢
献
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。市

立
病
院
と
市
保
健
師
の
よ
り
一
層
の

連
携
強
化
と
協
力
に
よ
り
早
期
発
見
、

早
期
治
療
の
構
築
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

医
療
機
関
、
特
に
市
立
病
院
と
は
相
互

に
連
携
の
重
要
性
を
認
識
し
て
お
り
、

市
立
病
院
か
ら
も
情
報
を
受
け
る
な
ど
双
方

で
協
力
関
係
を
強
化
し
な
が
ら
、
地
域
に
お

け
る
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
を
深
化
さ
せ
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療

に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。

市立病院を問う

市政を問う！

付託された議案6件（条例改正2件、補正予算1件、その他 3件）について、慎重に審査した結果、付
託議案の全てを原案可決としました。

総務産業建設 常任委員会 3月15日　
午前１0時から

委 員 長：小林　健太　副委員長 ：小俣　哲夫
委　　員：小俣　　武、国田　正己、鈴木　孝昌、藤江　喜美子、山本　美正、天野　利夫

各委員会の審査内容と結果

■審査した議案（付託議案）

都留市企業立地支援条例中改正の件

都留市消防団員の定員、任免、給与、服務等

に関する条例中改正の件

公立大学法人都留文科大学が徴収する料金の

上限の定めの変更の認可に関する件

都留市都市計画マスタープラン改定の件

市道の路線の変更の件

令和4年度都留市一般会計補正予算(第9号)

・議第５号

・議第６号

・議第８号

・議第９号

・議第11号

・議第26号

※議第26号は、それぞれの常任委員会で所管する補正予算案を分けて審査します。

※議第26号は、それぞれの常任委員会で所管する補正予算案を分けて審査します。

３月
定例会

委員会の様子

委員会の様子

地
域
医
療
と
保
健
師
の
役
割

と
位
置
づ
け
に
つ
い
て

問答

社会厚生 常任委員会 3月15日 
午後１時30分から

付託された議案8件（条例制定1件、条例改正3件、条例廃止1件、補正予算1件、事業会計補正予算
1件、その他1件）について、慎重に審査した結果、付託議案の全てを原案可決としました。

委 員 長：小澤　　眞　副委員長：日向　美徳　
委　　員：小俣　義之、谷垣　喜一、藤本　明久、奥秋　　保、志村　武彦、山口　一裕

■審査した議案（付託議案）

都留市子ども未来創造基金条例制定の件

都留市国民健康保険条例中改正の件

都留市地域コミュニティセンター条例中

改正の件

都留市税条例等中改正の件

都留市社会福祉基金条例廃止の件

訴えの提起の件

令和4年度都留市一般会計補正予算(第9号）

令和4年度都留市介護保険事業特別会計計補正予算(第2号）

・議第１号

・議第２号

・議第３号

・議第４号

・議第７号

・議第10号

・議第26号

・議第27号

次回の定例会は、
６月8日（木）午前10時

開会予定です。

議会を傍聴
しませんか？
議会を傍聴
しませんか？
議会を傍聴
しませんか？

過去の議会だよりや会議録はホームペー

ジでご覧いただけます。

会議録検索システム市議会ホームページ

各委員会も傍聴することができます。
●総務産業建設常任委員会
6月21日（水）午前10時

●社会厚生常任委員会
6月21日（水）午後1時30分
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一般
質問

小俣 武議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類

に
な
る
こ
と
で
、
病
院
体
制
は
ど
の
よ

う
に
変
わ
る
の
か
。

国
の
通
知
等
を
確
認
し
、
適
切
な
対
応

を
行
う
が
、
ウ
イ
ル
ス
自
体
が
変
わ
る

わ
け
で
は
な
い
た
め
、
慎
重
な
対
応
が
引
き

続
き
必
要
で
あ
る
。

働
き
方
改
革
へ
の
市
民
の
理
解
度
は
ど

の
程
度
浸
透
し
て
い
る
と
思
う
か
。

土
曜
日
休
診
は
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
都
留
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
ほ
か
、
院
内
で

も
掲
示
板
や
外
来
の
医
師
な
ど
が
お
知
ら
せ

し
、
理
解
度
は
進
ん
で
い
る
も
の
と
認
識
し

て
い
る
が
、
救
急
診
療
な
ど
を
含
め
た
診
療

体
制
の
周
知
を
図
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で

き
る
よ
う
準
備
を
進
め
る
。

今
後
の
地
域
医
療
に
お
け
る
保
健
師

の
役
割
と
位
置
づ
け
に
対
す
る
考
え

は
。

地
域
の
中
で
市
民
が
健
や
か
に
過
ご

し
、
一
人
ひ
と
り
が
や
り
が
い
と
生

き
が
い
を
持
ち
、
は
つ
ら
つ
と
暮
ら
せ
る
ま

ち
を
目
指
す
に
は
、
保
健
師
を
は
じ
め
、
医

療
・
介
護
・
福
祉
等
の
専
門
職
員
と
医
療
機

問答問答

問答

関
が
、
相
互
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
地
域
医

療
に
貢
献
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。市

立
病
院
と
市
保
健
師
の
よ
り
一
層
の

連
携
強
化
と
協
力
に
よ
り
早
期
発
見
、

早
期
治
療
の
構
築
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

医
療
機
関
、
特
に
市
立
病
院
と
は
相
互

に
連
携
の
重
要
性
を
認
識
し
て
お
り
、

市
立
病
院
か
ら
も
情
報
を
受
け
る
な
ど
双
方

で
協
力
関
係
を
強
化
し
な
が
ら
、
地
域
に
お

け
る
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
を
深
化
さ
せ
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療

に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。

市立病院を問う

市政を問う！

付託された議案6件（条例改正2件、補正予算1件、その他 3件）について、慎重に審査した結果、付
託議案の全てを原案可決としました。

総務産業建設 常任委員会 3月15日　
午前１0時から

委 員 長：小林　健太　副委員長 ：小俣　哲夫
委　　員：小俣　　武、国田　正己、鈴木　孝昌、藤江　喜美子、山本　美正、天野　利夫

各委員会の審査内容と結果

■審査した議案（付託議案）

都留市企業立地支援条例中改正の件

都留市消防団員の定員、任免、給与、服務等

に関する条例中改正の件

公立大学法人都留文科大学が徴収する料金の

上限の定めの変更の認可に関する件

都留市都市計画マスタープラン改定の件

市道の路線の変更の件

令和4年度都留市一般会計補正予算(第9号)

・議第５号

・議第６号

・議第８号

・議第９号

・議第11号

・議第26号

※議第26号は、それぞれの常任委員会で所管する補正予算案を分けて審査します。

※議第26号は、それぞれの常任委員会で所管する補正予算案を分けて審査します。

３月
定例会

委員会の様子

委員会の様子

地
域
医
療
と
保
健
師
の
役
割

と
位
置
づ
け
に
つ
い
て

問答

社会厚生 常任委員会 3月15日 
午後１時30分から

付託された議案8件（条例制定1件、条例改正3件、条例廃止1件、補正予算1件、事業会計補正予算
1件、その他1件）について、慎重に審査した結果、付託議案の全てを原案可決としました。

委 員 長：小澤　　眞　副委員長：日向　美徳　
委　　員：小俣　義之、谷垣　喜一、藤本　明久、奥秋　　保、志村　武彦、山口　一裕

■審査した議案（付託議案）

都留市子ども未来創造基金条例制定の件

都留市国民健康保険条例中改正の件

都留市地域コミュニティセンター条例中

改正の件

都留市税条例等中改正の件

都留市社会福祉基金条例廃止の件

訴えの提起の件

令和4年度都留市一般会計補正予算(第9号）

令和4年度都留市介護保険事業特別会計計補正予算(第2号）

・議第１号

・議第２号

・議第３号

・議第４号

・議第７号

・議第10号

・議第26号

・議第27号

次回の定例会は、
６月8日（木）午前10時

開会予定です。

議会を傍聴
しませんか？
議会を傍聴
しませんか？
議会を傍聴
しませんか？

過去の議会だよりや会議録はホームペー

ジでご覧いただけます。

会議録検索システム市議会ホームページ

各委員会も傍聴することができます。
●総務産業建設常任委員会
6月21日（水）午前10時

●社会厚生常任委員会
6月21日（水）午後1時30分
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【
生
涯
活
躍
の
ま
ち
・
つ
る
事
業
】

複
合
型
居
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
現
在
の
状
況
と
今
後
の
整

備
計
画
は
。

サ
高
住
を
オ
ー
プ
ン
し
た
い

と
申
出
の
あ
る
事
業
者
が
あ

り
、
現
在
、
建
物
を
持
つ
事
業
者

と
運
営
を
す
る
事
業
者
の
間
で
価

格
的
な
も
の
を
含
め
て
話
合
い
を

進
め
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
進

捗
状
況
は
把
握
で
き
て
い
な
い
が
、

話
合
い
が
順
調
に
進
ん
で
い
た
だ

け
れ
ば
良
い
と
い
う
こ
と
は
、
常

に
考
え
て
い
る
。

　
令
和
６
年
度
に
は
大
学
関
連
施

設
も
大
体
目
途
が
つ
く
と
聞
い
て

お
り
、
隣
接
す
る
公
園
も
概
ね
そ

の
頃
と
い
う
こ
と
を
鑑
み
る
中
、

市
の
希
望
を
伝
え
、
な
る
べ
く
早

め
に
決
定
を
し
た
い
。

【
債
権
回
収
特
別
対
策
】

現
在
の
滞
納
債
権
総
額
と

「
債
権
回
収
特
別
対
策
チ
ー

ム
」
に
よ
る
回
収
実
績
に
つ
い
て
。

令
和
３
年
度
決
算
で
の
滞
納

債
権
総
額
は
、
市
税
５
税
目

で
１
億
円
程
度
と
な
る
。

【
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
】

今
後
の
活
動
支
援
の
方
法
、

各
地
域
の
規
模
や
事
業
内
容

に
よ
る
補
助
額
の
考
え
方
と
関
連

部
署
と
の
連
携
に
つ
い
て
。

実
施
し
た
く
て
も
出
来
な
い

と
い
う
状
況
が
続
い
て
い
る

こ
と
か
ら
、
補
助
金
を
活
用
し
、

事
業
を
行
う
た
め
に
必
ず
必
要
に

な
る
物
を
こ
の
機
会
に
揃
え
、
活

動
を
止
め
な
い
よ
う
お
願
い
を
し

て
い
る
。

　
補
助
額
に
つ
い
て
は
、
全
地
区

か
ら
な
る
地
域
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
会
連
絡
会
で
話
を
し
て
い

き
た
い
。

【
企
業
誘
致
推
進
事
業
】

雇
用
形
態
を
踏
ま
え
た
市
の

方
向
性
と
規
制
緩
和
に
向
け

た
県
へ
の
働
き
か
け
に
つ
い
て
。

製
造
系
の
重
点
促
進
区
域
に

入
れ
て
い
た
だ
く
予
定
で
あ

り
、
県
の
担
当
課
と
随
時
連
絡
を

取
り
合
い
な
が
ら
、
働
き
か
け
と

調
整
を
行
っ
て
い
る
。

付託された予算審査１４件について、慎重に審査した結果、全てを原案どおり可決しました。

予　　算 特別委員会 3月16・17・20日　
午前10時から

委 員 長：志村　武彦　副委員長：山口　一裕
委　　員：小俣　　武、小俣　義之、国田　正己、鈴木　孝昌、藤江　喜美子、小澤　　眞、山本　美正　
　　　　　奥秋　　保、日向　美徳、小林　健太、小俣　哲夫
 

各委員会の審査内容と結果

■審査した議案（付託議案）

令和5年度 都留市各会計予算

令和5年度 都留市水道事業会計予算

令和5年度 都留市簡易水道事業会計予算

令和5年度 都留市下水道事業会計予算

令和5年度 都留市病院事業会計予算

・議第12号

　～議第21号

・議第22号

・議第23号

・議第24号

・議第25号

主
な
質
疑
内
容

3月
定例会

委員会の様子

問答

問答

令和５年度　当初予算の概要

令和 5年度　当初予算

　「第６次都留市長期総合計画」の基本構想に掲げた将来像、「ひと集い　学びあふれる　生涯き

らめきのまち　つる」の実現に向け、「まちづくりの６つの方向」に示される具体的施策と「リーディン

グ・プロジェクト」に基づいた事業を重点的に盛り込みながら、基金繰入金等を有効に活用し、市制

開始以来、最大の予算額ではあるものの、財政の健全性・持続可能性を確保した予算編成となって

います。

Ⅰ　創ります！しごととくらしの充実したまち（産業・基盤分野）

Ⅱ　育みます！優しさと元気のまち（福祉・子育て・健康分野）

Ⅲ　輝かせます！学びあふれる つるのまち（教育分野）

Ⅳ　繋ぎます！人と自然が いつまでも輝くまち（生活・環境分野）

Ⅴ　紡ぎます！人と人のつながりのまち（安全・安心、コミュニティ分野）

Ⅵ　実行します！新しいステージへ（行財政分野）

一 般 会 計 　　１６１億１，６００万円（前年度比５．４％増）

９特別会計　　　 ７０億１，６４２万７千円（前年度比３．２％増）

４企業会計　　    ７０億７，８９１万６千円（前年度比３．８％増）

総予算額　　３０２億１，１３４万３千円（前年度比４.５％増）

●リーディング・プロジェクト●

産業支援による地域活性化 「教育首都つる」の実現

子育ての喜びが実感できるまちづくり 安心して暮らせる安全のまちづくり

■
第
12
号

　令
和
5
年
度
一
般
会
計

　歳
入
歳
出
予
算
の
件

【
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
共
同
運
営
事
業
】

山
梨
県
東
部
消
防
指
令
セ
ン

タ
ー
の
現
在
の
状
況
と
、
他

地
域
の
動
向
を
踏
ま
え
た
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て
。

現
時
点
で
、
国
中
地
区
の
消

防
本
部
が
令
和
４
年
に
検
討

会
を
発
足
し
て
お
り
、
近
い
将
来

で
の
県
内
一
本
化
は
困
難
と
考
え

て
い
る
。

　
今
後
は
、
３
市
で
継
続
を
し
て

い
く
の
か
、
富
士
五
湖
消
防
本
部

を
交
え
郡
内
で
の
共
同
指
令
セ
ン

タ
ー
と
す
る
の
か
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

【
体
育
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
事
業
】

「
つ
る
湧
水
の
里
ラ
ン
フ
ェ

ス
」
の
開
催
状
況
と
、
今
後

の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
。

当
日
参
加
５
６
９
件
の
う
ち
県

内
が
４
０
８
件
、
そ
の
う
ち
市

内
が
２
１
４
件
で
あ
っ
た
。

　
実
行
委
員
会
で
は
、
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
も
見
据
え
た
規
模
拡
大
の

方
向
性
は
示
し
て
い
る
が
、
コ
ー

ス
設
定
に
大
き
な
課
題
も
あ
り
、

令
和
５
年
度
は
、
前
年
度
を
ベ
ー

ス
と
し
た
大
会
を
進
め
、
並
行
し

て
、
令
和
６
年
度
以
降
に
で
き
れ

ば
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
が
設

定
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

答

問答

問答

問答 問
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【
生
涯
活
躍
の
ま
ち
・
つ
る
事
業
】

複
合
型
居
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
現
在
の
状
況
と
今
後
の
整

備
計
画
は
。

サ
高
住
を
オ
ー
プ
ン
し
た
い

と
申
出
の
あ
る
事
業
者
が
あ

り
、
現
在
、
建
物
を
持
つ
事
業
者

と
運
営
を
す
る
事
業
者
の
間
で
価

格
的
な
も
の
を
含
め
て
話
合
い
を

進
め
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
進

捗
状
況
は
把
握
で
き
て
い
な
い
が
、

話
合
い
が
順
調
に
進
ん
で
い
た
だ

け
れ
ば
良
い
と
い
う
こ
と
は
、
常

に
考
え
て
い
る
。

　
令
和
６
年
度
に
は
大
学
関
連
施

設
も
大
体
目
途
が
つ
く
と
聞
い
て

お
り
、
隣
接
す
る
公
園
も
概
ね
そ

の
頃
と
い
う
こ
と
を
鑑
み
る
中
、

市
の
希
望
を
伝
え
、
な
る
べ
く
早

め
に
決
定
を
し
た
い
。

【
債
権
回
収
特
別
対
策
】

現
在
の
滞
納
債
権
総
額
と

「
債
権
回
収
特
別
対
策
チ
ー

ム
」
に
よ
る
回
収
実
績
に
つ
い
て
。

令
和
３
年
度
決
算
で
の
滞
納

債
権
総
額
は
、
市
税
５
税
目

で
１
億
円
程
度
と
な
る
。

【
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
】

今
後
の
活
動
支
援
の
方
法
、

各
地
域
の
規
模
や
事
業
内
容

に
よ
る
補
助
額
の
考
え
方
と
関
連

部
署
と
の
連
携
に
つ
い
て
。

実
施
し
た
く
て
も
出
来
な
い

と
い
う
状
況
が
続
い
て
い
る

こ
と
か
ら
、
補
助
金
を
活
用
し
、

事
業
を
行
う
た
め
に
必
ず
必
要
に

な
る
物
を
こ
の
機
会
に
揃
え
、
活

動
を
止
め
な
い
よ
う
お
願
い
を
し

て
い
る
。

　
補
助
額
に
つ
い
て
は
、
全
地
区

か
ら
な
る
地
域
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
会
連
絡
会
で
話
を
し
て
い

き
た
い
。

【
企
業
誘
致
推
進
事
業
】

雇
用
形
態
を
踏
ま
え
た
市
の

方
向
性
と
規
制
緩
和
に
向
け

た
県
へ
の
働
き
か
け
に
つ
い
て
。

製
造
系
の
重
点
促
進
区
域
に

入
れ
て
い
た
だ
く
予
定
で
あ

り
、
県
の
担
当
課
と
随
時
連
絡
を

取
り
合
い
な
が
ら
、
働
き
か
け
と

調
整
を
行
っ
て
い
る
。

付託された予算審査１４件について、慎重に審査した結果、全てを原案どおり可決しました。

予　　算 特別委員会 3月16・17・20日　
午前10時から

委 員 長：志村　武彦　副委員長：山口　一裕
委　　員：小俣　　武、小俣　義之、国田　正己、鈴木　孝昌、藤江　喜美子、小澤　　眞、山本　美正　
　　　　　奥秋　　保、日向　美徳、小林　健太、小俣　哲夫
 

各委員会の審査内容と結果

■審査した議案（付託議案）

令和5年度 都留市各会計予算

令和5年度 都留市水道事業会計予算

令和5年度 都留市簡易水道事業会計予算

令和5年度 都留市下水道事業会計予算

令和5年度 都留市病院事業会計予算

・議第12号

　～議第21号

・議第22号

・議第23号

・議第24号

・議第25号

主
な
質
疑
内
容

3月
定例会

委員会の様子

問答

問答

令和５年度　当初予算の概要

令和 5年度　当初予算

　「第６次都留市長期総合計画」の基本構想に掲げた将来像、「ひと集い　学びあふれる　生涯き

らめきのまち　つる」の実現に向け、「まちづくりの６つの方向」に示される具体的施策と「リーディン

グ・プロジェクト」に基づいた事業を重点的に盛り込みながら、基金繰入金等を有効に活用し、市制

開始以来、最大の予算額ではあるものの、財政の健全性・持続可能性を確保した予算編成となって

います。

Ⅰ　創ります！しごととくらしの充実したまち（産業・基盤分野）

Ⅱ　育みます！優しさと元気のまち（福祉・子育て・健康分野）

Ⅲ　輝かせます！学びあふれる つるのまち（教育分野）

Ⅳ　繋ぎます！人と自然が いつまでも輝くまち（生活・環境分野）

Ⅴ　紡ぎます！人と人のつながりのまち（安全・安心、コミュニティ分野）

Ⅵ　実行します！新しいステージへ（行財政分野）

一 般 会 計 　　１６１億１，６００万円（前年度比５．４％増）

９特別会計　　　 ７０億１，６４２万７千円（前年度比３．２％増）

４企業会計　　    ７０億７，８９１万６千円（前年度比３．８％増）

総予算額　　３０２億１，１３４万３千円（前年度比４.５％増）

●リーディング・プロジェクト●

産業支援による地域活性化 「教育首都つる」の実現

子育ての喜びが実感できるまちづくり 安心して暮らせる安全のまちづくり

■
第
12
号

　令
和
5
年
度
一
般
会
計

　歳
入
歳
出
予
算
の
件

【
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
共
同
運
営
事
業
】

山
梨
県
東
部
消
防
指
令
セ
ン

タ
ー
の
現
在
の
状
況
と
、
他

地
域
の
動
向
を
踏
ま
え
た
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て
。

現
時
点
で
、
国
中
地
区
の
消

防
本
部
が
令
和
４
年
に
検
討

会
を
発
足
し
て
お
り
、
近
い
将
来

で
の
県
内
一
本
化
は
困
難
と
考
え

て
い
る
。

　
今
後
は
、
３
市
で
継
続
を
し
て

い
く
の
か
、
富
士
五
湖
消
防
本
部

を
交
え
郡
内
で
の
共
同
指
令
セ
ン

タ
ー
と
す
る
の
か
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

【
体
育
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
事
業
】

「
つ
る
湧
水
の
里
ラ
ン
フ
ェ

ス
」
の
開
催
状
況
と
、
今
後

の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
。

当
日
参
加
５
６
９
件
の
う
ち
県

内
が
４
０
８
件
、
そ
の
う
ち
市

内
が
２
１
４
件
で
あ
っ
た
。

　
実
行
委
員
会
で
は
、
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
も
見
据
え
た
規
模
拡
大
の

方
向
性
は
示
し
て
い
る
が
、
コ
ー

ス
設
定
に
大
き
な
課
題
も
あ
り
、

令
和
５
年
度
は
、
前
年
度
を
ベ
ー

ス
と
し
た
大
会
を
進
め
、
並
行
し

て
、
令
和
６
年
度
以
降
に
で
き
れ

ば
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
が
設

定
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

答

問答

問答

問答 問
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市

　長

　提

　出

区

　分

議員名
議決

結果
議案等名

都留市子ども未来創造基金条例
制定の件

議第１号

専決処分の承認を求める件(令和4年度
都留市水道事業会計補正予算(第4 号))

承第1号

都留市国民健康保険条例中改正
の件

議第2号

都留市税条例等中改正の件議第4号

都留市地域コミュニティセンター
条例中改正の件

議第3号

都留市企業立地支援条例中改正
の件

議第5号

都留市消防団員の定員、任免、給
与、服務等に関する条例中改正の件

議第6号

都留市社会福祉基金条例廃止の
件

議第7号

公立大学法人都留文科大学が徴収する料
金の上限の定めの変更の認可に関する件

議第8号

都留市都市計画マスタープラン
改定の件

議第9号

市道の路線の変更の件議第11号

訴えの提起の件議第10号

令和5年度都留市一般会計予算議第12号

令和5年度都留市国民健康保険
事業特別会計予算

議第13号

令和5年度都留市介護保険事業
特別会計予算

議第14号

令和5年度都留市後期高齢者医療
特別会計予算

議第16号

令和5年度都留市介護保険サー
ビス事業特別会計予算

議第15号

令和5年度都留市桑代沢外17恩賜
林保護財産区管理会特別会計予算

議第17号

令和5年度都留市水頭外3恩賜林
保護財産区管理会特別会計予算

議第18号

令和5年度都留市濁り沢外18恩賜
林保護財産区管理会特別会計予算

議第19号

承認

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

令和5年度都留市板ケ沢外7恩賜
林保護財産区管理会特別会計予算

議第20号
可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

令和5年度都留市盛里財産区特
別会計予算

議第21号
可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

小
俣

　
　武

 

小
俣

　義
之

 

国
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小
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山
本
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奥
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　保

 

天
野
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夫

 

日
向

　美
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小
林

　健
太

志
村

　武
彦

小
俣

　哲
夫

山
口

　一
裕
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○は賛成　×は反対　※議長は採決に加わりません。  

○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

市

　長

　提

　出

議
員
提
出

区

　分

議員名
議決

結果
議案等名

令和5年度都留市水道事業会計
予算

議第22号

令和5年度都留市簡易水道事業
会計予算

議第23号

令和5年度都留市下水道事業会
計予算

議第24号

令和5年度都留市病院事業会計
予算

議第25号

令和4年度都留市一般会計補正
予算(第9号)

議第26号

令和4年度都留市介護保険事業
特別会計補正予算(第2号)

議第27号

都留市介護保険条例中改正の件議第28号

監査委員の選任について同意を
求める件

議第29号

濁り沢外18恩賜林保護財産区管理会
委員の選任について同意を求める件

議第30号

板ケ沢外7恩賜林保護財産区管理会
委員の選任について同意を求める件

議第31号

水頭外3恩賜林保護財産区管理会委
員の選任について同意を求める件

議第32号

盛里財産区管理会委員の選任に
ついて同意を求める件

議第33号

令和5年度都留市一般会計補正
予算(第1号)

議第34号

人権擁護委員の推薦について意
見を求める件

都留市議会の個人情報の保護に
関する条例制定の件

諮問第1号

議 員 提 出
議案第1号

可決

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

同意 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

同意 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

同意 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

同意 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

同意 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

同意 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　
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○は賛成　×は反対　※議長は採決に加わりません。  

○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

（R4.4月～R5.3月）
各会議等における議員の欠席日数状況報告
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本 　 会 　 議

常 任 委 員 会

特 別 委 員 会

全 員 協 議 会

議 員 研 修



つる市議会だより　1415　つる市議会だより

市

　長

　提

　出

区

　分

議員名
議決

結果
議案等名

都留市子ども未来創造基金条例
制定の件

議第１号

専決処分の承認を求める件(令和4年度
都留市水道事業会計補正予算(第4 号))

承第1号

都留市国民健康保険条例中改正
の件

議第2号

都留市税条例等中改正の件議第4号

都留市地域コミュニティセンター
条例中改正の件

議第3号

都留市企業立地支援条例中改正
の件

議第5号

都留市消防団員の定員、任免、給
与、服務等に関する条例中改正の件

議第6号

都留市社会福祉基金条例廃止の
件

議第7号

公立大学法人都留文科大学が徴収する料
金の上限の定めの変更の認可に関する件

議第8号

都留市都市計画マスタープラン
改定の件

議第9号

市道の路線の変更の件議第11号

訴えの提起の件議第10号

令和5年度都留市一般会計予算議第12号

令和5年度都留市国民健康保険
事業特別会計予算

議第13号

令和5年度都留市介護保険事業
特別会計予算

議第14号

令和5年度都留市後期高齢者医療
特別会計予算

議第16号

令和5年度都留市介護保険サー
ビス事業特別会計予算

議第15号

令和5年度都留市桑代沢外17恩賜
林保護財産区管理会特別会計予算

議第17号

令和5年度都留市水頭外3恩賜林
保護財産区管理会特別会計予算

議第18号

令和5年度都留市濁り沢外18恩賜
林保護財産区管理会特別会計予算

議第19号

承認

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

令和5年度都留市板ケ沢外7恩賜
林保護財産区管理会特別会計予算

議第20号
可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

令和5年度都留市盛里財産区特
別会計予算

議第21号
可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　
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　月 定例会議決結果3

○は賛成　×は反対　※議長は採決に加わりません。  

○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

市

　長

　提

　出

議
員
提
出

区

　分

議員名
議決

結果
議案等名

令和5年度都留市水道事業会計
予算

議第22号

令和5年度都留市簡易水道事業
会計予算

議第23号

令和5年度都留市下水道事業会
計予算

議第24号

令和5年度都留市病院事業会計
予算

議第25号

令和4年度都留市一般会計補正
予算(第9号)

議第26号

令和4年度都留市介護保険事業
特別会計補正予算(第2号)

議第27号

都留市介護保険条例中改正の件議第28号

監査委員の選任について同意を
求める件

議第29号

濁り沢外18恩賜林保護財産区管理会
委員の選任について同意を求める件

議第30号

板ケ沢外7恩賜林保護財産区管理会
委員の選任について同意を求める件

議第31号

水頭外3恩賜林保護財産区管理会委
員の選任について同意を求める件

議第32号

盛里財産区管理会委員の選任に
ついて同意を求める件

議第33号

令和5年度都留市一般会計補正
予算(第1号)

議第34号

人権擁護委員の推薦について意
見を求める件

都留市議会の個人情報の保護に
関する条例制定の件

諮問第1号

議 員 提 出
議案第1号

可決

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

同意 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

同意 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

同意 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

同意 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

同意 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

同意 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　
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○は賛成　×は反対　※議長は採決に加わりません。  

○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

（R4.4月～R5.3月）
各会議等における議員の欠席日数状況報告
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常 任 委 員 会

特 別 委 員 会

全 員 協 議 会

議 員 研 修



つる市議会だより　1617　つる市議会だより

○山梨県後期高齢者医療広域連合

議会・委員会 活 動 報 告

■令和４年　第１回臨時会

■令和４年　第2回定例会

■令和5年　第１回定例会

1 月

2 月

議 会 日 誌

仕事始め式
議会だより編集委員会
新年互礼会
都留市二十歳の成人式
都留市消防団出初式
議会だより編集委員会
民生委員推薦会（書面会議）
都留機械金属工業協同組合創立50周年
式典・祝賀式
都留市経営者連絡協議会新春賀詞交歓会
タブレット端末操作研修会

山梨県市議会議長会議長・局長事務局長
会議
山梨県市議会議長会議員合同研修会（後期）
第38回山梨県市町村自治講演会
全国市議会議長会第230回・第114回評
議委員会合同会議
大月都留広域事務組合３月定例会
山梨県後期高齢者医療広域連合議会定
例会
水道運営委員会、下水道運営委員会

22日（水）

24日（金）
28日（火）

  1日（水）
  2日（木）
  9日（木）
13日（月）
14日（火）
15日（水）

16日（木）
17日（金）
18日（土）
20日（月）
21日（火）

22日（水）
23日（木）

28日（火）

  4日（水）

  8日（日）
  9日（月）
18日（水）

21日（土）

24日（火）
26日（木）

  6日（月）

  9日（木）

16日（木）
20日（月）

21日（火）

全員協議会、議会改革特別委員会、第41
回都留市社会福祉大会表彰式
第8回都留市セーフコミュニティ推進協議会
議会運営委員会、全員協議会、リニア観光
振興特別委員会

富士・東部広域環境事務組合定例会
3月定例会開会
第39回ふるさと祭りおさらい会
代表質問
一般質問
総務産業建設常任委員会
社会厚生常任委員会
予算特別委員会
予算特別委員会
第52回はつらつ鶴寿大学卒業式・修了式
予算特別委員会
都留市立旭小学校 閉校記念式典、都留文
科大学卒業式・学位授与式
下水道運営委員会
議会運営員会、全員協議会、3月定例会閉
会、議会改革特別委員会
都留文科大学新棟落成記念式典

3 月

　第三者行為による医療費の損害賠償請求に係る訴えの提起と、その訴訟費用に係る令和４年度一般会計補正予算
が可決された。

　令和３年度一般会計及び特別会計決算認定並びに、令和４年度一般会計及び特別会計補正予算が可決された。
その他、議会運営委員会からの発議２件が可決された。

　広域連合議会の個人情報の保護に関する条例の制定、保険料の均等割軽減の対象者拡充に伴う後期高齢者医療
に関する条例の一部を改正する条例ほか２件、令和４年度一般会計及び特別会計補正予算、令和５年度一般会計予
算及び特別会計予算が可決された。

　令和4年10月には窓口負担２割が施行されたが、国では
全世代型の社会保障制度の構築に向け、高齢者負担率の見
直しや、出産育児一時金の一部を後期高齢者が負担する仕
組みの導入が審議されており、今後もこうした国の動向を
注視していく。

○富士・東部広域環境事務組合議会

■令和4年　第１回定例会

■令和5年　第１回定例会

■令和4年　第2回定例会

　組合議会委員会条例他３議案、組合の休日を定める条例他24専決処分、令和4年度一般会計予算他12議案など
が可決された。

　令和３年度一般会計歳入歳出決算認定などが行われた。

　組合議会の個人情報の保護に関する条例制定、令和５年度一般会計予算他２議案が可決され、循環型社会形成
推進地域計画などが報告された。

循環型社会形成推進地域計画とは？
　一般廃棄物処理に関する総合的な施策をまとめたものです。今回報告された計画は、令和５年度から令和９年度
までを計画期間として、組合の構成市町村のごみ処理に向けた計画やごみ減量化施策をとりまとめた内容となって
おり、廃棄物の３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）を総合的に推進するため、広域的かつ総合的な廃棄物処
理・リサイクル施設整備を計画しています。
　この計画が国の承認を受けることによって、今後、組合が予定する施設整備に係る調査・設計などに対して国の交
付金を活用できますが、交付要件として、ごみ処理有料化の検討や令和10年度末までに12％のごみ減量(令和３年
度比)の厳格化に加え、新たにプラスチック製品の分別収集と再商品化が追加されました。

○大月都留広域事務組合

　大月市初狩町住民の皆様のご理解、ご協力の下、令和１１年１１月末まで施設の使用期限が延長されているが、そ
の後は、富士・東部広域環境事務組合において新ごみ処理施設の整備計画を進めている。
　組合では、新施設供用開始までの間、受入れ時間の拡大による利便性の向上や大幅な経費削減を実施する。

　設置から50年以上が経過し、その間、田野倉地区の皆様のご理解・ご協力の下、安定的な処理に取り組んで
きた。
　令和２年度からは、新たな施設の建設に向け検討・協議を重ね、３市で共同処理することが締結された。
　以降、下水道投入処理を前提に検討しているが、課題も多く、し尿と生ごみとを併せて処理する施設が国の施策
と合致しており有効であると考えている。

■ごみ処理施設

■し尿処理施設
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議会・委員会 活 動 報 告
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■令和４年　第2回定例会

■令和5年　第１回定例会

1 月

2 月

議 会 日 誌
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議会だより編集委員会
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都留市二十歳の成人式
都留市消防団出初式
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付金を活用できますが、交付要件として、ごみ処理有料化の検討や令和10年度末までに12％のごみ減量(令和３年
度比)の厳格化に加え、新たにプラスチック製品の分別収集と再商品化が追加されました。
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きた。
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この議会だよりは、環境保護のため、
再生紙、大豆インクを使用しています。

６月定例会日程（予定）

　　●開　　会  ６月 ８日（木）
　　●代表質問  ６月19日（月）
　　●一般質問  ６月20日（火）
　　●閉　　会  ６月23日（金）

次期定例会及び請願提出について

　請願提出締切日（予定）●6月2日（金）
※定例会日程は、決定次第、市ホームページにて
　お知らせいたします。

未来を紡ぐ　若者×議会
~若者と議会で織りなすこれからの都留市～

　小学校の合併、高校の減少により母校が失わ

れつつある昨今。都留市が活気づくには、子供の

声を増やすことが必要です。都留市は自然豊か

で、子育てをするには魅力的な環境です。そんな

都留市をさらに魅力的にしていくためには、子育

て支援の拡充、若者の定住を見据えた居場所創

りが必要であり一人一人の幸福感を高めることの

できる政策が望まれます。そのためには、これか

らの将来を担う私たちの政治への積極的な参加

は必須であると感じています。

これからの都留市に望むこと

健康科学大学
看護学部看護学科　
4年

宗形　七海さん

健康科学大学
看護学部看護学科　
3年

渡邉　想楽さん

　私は都留市で生まれ育ち、豊かな自然や富士の

湧水、伝統的な文化、都心へのアクセス、地域の繋

がり等、都留市の魅力を沢山感じてきました。近年

は高齢化率の上昇が懸念される中、都留市は大学

が複数存在することから若者が集まる市でもありま

すが、一方で現役世代の市内への定着が少ないこ

とが現状です。学生をはじめとする若者と都留市民

の方 と々の繋がりを感じられる事業が行われ全ての

世代が住みやすい活気あふれる町となることを期待

しています。

これからの都留市に望むこと

18

議会だより編集委員会

●表紙の説明
　大学と社会をつなぐ新たな拠点となる新棟「THMC」が完成しまし
た。THMCでは、VRなどの最新のデジタル機器を備えたデジタルコ
モンズ、模擬授業ができる教室、地域交流・研究・教育の場として利
用可能なラーニングコモンズ、誰もが気軽に立ち寄れるカフェコモン
ズ等が整備されました。
　入口は2階にあり、地域住民も自由に出入りができることから、新
たな教育研究拠点として、また、学生と地域をつなぐ交流の場として
も大いに期待されます。

定例会議案議決結果 他
  …………………………14～15
議会活動報告 他  ……16～17
未来を紡ぐ～若者×議会～他…18

定例会で決まったこと 他…2～3
市長所信表明 …………… 4
代表質問・一般質問目次…5
代表質問・一般質問…6～10
各委員会の審査内容と結果…11～13

「集う、学ぶ、深める」
  ～都留文科大学新棟 Tsuru  Humanities  Center（THMC）オープン～

ツ　ル　　ヒューマニティーズ　　　センター


